
年度
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

補助金額
〔億円、H26以降
は見込み、H24の
括弧内は執行額〕

19.7
(16.9) 22.5 20.7 25.5 43.9 104.6 51.0 124.2 116.7

技術開発

実証試験

個別要素技術開発・信頼性検証

実証機
設計

実証試験・
検証

実証機製造・建設

事業の年度展開
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（１）1700℃級ガスタービン概略図

（２）1600℃級ガスタービン

※技術開発事業の成果の一部を用いて事業者独自で開発を
実施（発電効率54％HHV）。2012年に姫路第2火力発電所
1号機に設置済、現在、試運転中。

実施内容等 ～1700℃級ガスタービン技術実証事業～

①タービン部分

これまでにない冷却システムや技術を開
発し、1700℃の高温化でも冷却性能の高効
率化を図る。
また、機動性を上げることにより、低負荷

運転から高負荷運転の負荷応答性を高め
る技術を開発し、実証する。

高性能冷却システム概略図

圧縮機内の翼面や壁面での空気の流れ損失を
少なくするため、空気の流れを制御する圧縮機の
翼を開発及び実証を行い、発電効率の向上や負
荷追従性等の作動範囲条件の拡大を目指した技
術を開発し、実証する。

②圧縮機部分

三次元翼圧縮機概略図

③燃焼器部分

1700℃超でも安定燃焼するために、燃焼時の乱
れを制御し、排出ガスの定量予測とNOx等の低減
（NOx<50ppm）を目指すとともに、システム全体の
流れを制御することにより、サイクル性能を向上
させる技術を開発し、実証する。

PIV Measurement

LES Simulation

高精度燃焼シミュレーション
概略図

上記開発のためには、高温化条件での非接触型の測定手法や高精
度の製造技術等の開発により、実証機の信頼性を向上させ、技術の
信頼度を上げることが可能。

④その他技術
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